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研究成果の概要（和文）：臓器移植医療にはドナーからの臓器提供が欠かせない。肝移植では脳死ないし生体ドナーか
らの提供が可能である。しかしながら脳死下の提供は限られ生体ドナーは健康体である親族の犠牲を必要とする。本研
究では法改正後の臓器提供の増加を期待し、レシピエントの予後改善に寄与しつつ生体ドナーの負担を軽減し脳死ドナ
ーの有効活用を図る上で最適な適応と施行時期の検討を行うことを目標としたが、研究期間中に期待された臓器提供の
増加はなく、むしろ全体では減少した。生体肝移植が可能であれば直ちに施行を考慮するのが最も個別の患者の生存率
を向上させる確かな選択肢であると考えられる。今後、脳死下臓器提供を推進する研究が必要である。

研究成果の概要（英文）：Organ transplantation requires organ donation from a donor. In liver 
transplantation, this is possible by donation from both living and deceased donor. In Japan, deceased 
donor is extremely limited. Living donation, however, requires sacrifice of an otherwise healthy family 
member. The aim of this project was to study the ideal indication and timing of both deceased and living 
donor liver transplantation to maximize utility and equity and to minimize the risk of living donors in 
the expected increase of decease donation following the revision of the law. During the scheduled period 
of the project, however, no increase in absolute number of deceased donation was observed. Currently, 
living donor liver transplantation remains the only reliable option to provide opportunity for survival. 
Further studies to increase the level of organ donation is mandatory.

研究分野：移植医療
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１．研究開始当初の背景 
本邦の脳死肝移植症例数は、米国の年間６０
００例超には遠く及ばないものの、年間平均
５例程度であったものが、平成２２年度の改
正脳死法案の施行に伴い増加が期待される。 
脳死肝移植は公共財である脳死体からの
全肝提供により成立するため、臓器配分にあ
たり社会的な公平性（Overall Equity）、機会
の均等（Individual Justice）、全体としての
有益性（Population Utility）が、高い次元で
透明性を伴う形で要求される。一方で、疾患
を有する患者に適用できる時間的予測は得
られず、臓器不足の中、待機中死亡は深刻な
問題である。生体肝移植は健康である近親者
の同意による部分肝の提供によるため、公共
性は薄く、社会的な公平性、機会の均等は考
慮の対象とは言えない。時間的予測は正確に
得られる。その一方で、健常人に肝切除とい
う侵襲を加える必要がある。これらのバラン
スを個々の移植実施施設において、症例毎に
経験的に判断しているのが実情である。 
 脳死体からの臓器配分にあたり海外の事
例を参考とすると、移植先進諸国である米国
では客観的な検査データに基づいた指標が
作成され、これに基づいた検証が行われてい
る。近年の特筆すべき知見として、生存利益
(Survival benefit）よる配分方式の見直し、
肝細胞癌を有する症例に対する配分の際の
重みづけ等が挙げられる。これらはいずれも
現在に至るまで本邦では検討されていない。
公共性が要求される脳死肝移植ではなく、
個々の患者・ドナー関係に規定される生体肝
移植が主であったからである。このため、脳
死肝移植もしくは生体肝移植のいずれかを
どの段階で、どのような根拠に基づき選択す
るか明確な基準は無い。 
 
２．研究の目的 
脳死下臓器提供が少ない本邦では肝移植を
受けられる患者は限定される。一方で、生体
肝移植は生体ドナーの大きな負担に対する
認識が深まるに従い、症例数の増加は頭打ち
となっている。移植実施施設では、生体肝移
植を選択すべきか脳死肝移植を待つべきか、
症例毎に経験的に判断しているが、進展が急
激かつ死亡率の高い劇症肝炎や、肝細胞癌を
合併している肝硬変症例では、脳死下提供の
待機時間を考慮した場合、選択に難渋する。 
本研究は、改正脳死法案の施行に伴い、脳
死下の提供が格段に増加していくことが予
想される中で国民の信頼の下に肝移植医療
が発展するために、最適な選択肢を示す指針
を提案することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
1) 当施設の臨床経験に基づく解析を行う。
当施設は生体肝移植と脳死肝移植の両方を
活発に行う施設である。1996 年 1月から当科
にて施行された肝移植症例を対象としたデ
ータの臨床の集積を行い、データベースを完

成させる。疾患特有の因子、背景因子を含め
た生存率解析を行う。合併症の発生、現疾患
の再発、更には疾患特有の移植後治療、なら
びにそれらの効果判定等についても解析す
る。2)当施設の臨床データを用いた解析より、
治療選択指針の原案を作成し、全国データを
対象とする解析を行うことにより、妥当性を
評価する。 
 
４．研究成果 
当施設の臨床経験に基づくデータベースに
ついては概ね完成し、重要な対象疾患である
劇症肝炎、C 型肝炎肝硬変、肝細胞癌に対す
る治療成績の解析を進め発表した。C 型肝炎
については、肝移植後の再感染に対する治療
のタイミングと方法について詳細な検討を
行い、さらに、新世代の治療方法である直接
作用型抗ウイルス薬に関しての知見を集積
した。肝細胞癌については、欧米で提唱され
たミラノ基準外の症例についても検討し、ま
た、本邦に特徴的な集学的治療による効果も
併せて検討した。劇症肝炎については当施設
の経験に留まらず、山敷らにより全国の劇症
肝炎データと肝移植データを付き合わせる
ことにより、本邦における疾患背景を広く捉
え、生体肝移植と脳死肝移植の施行の実態を
調査し、生体肝移植が可能な場合は確実な手
段として積極的に検討することが望ましい
ことが報告された。しかしながら、本研究が
目的としていた改正脳死法案の施行に伴う
脳死下の提供の増加に対応して脳死下移植
と生体移植の最適な選択肢を提案する充分
な知見を集積することは達成しえなかった。
研究期間中、当施設において生体肝移植は以
前と同様に施行し得た一方で、脳死肝移植の
施行は法案改正後も低迷し、平成２２年から
平成２６年の５年の期間では年間それぞれ、
４例、３例、２例、１例、３例と全く増加し
なかった。脳死下提供による肝移植が信頼に
足る治療オプションとはなり得ない状態が
継続した。待機期間中の死亡リスクを考慮し
た場合、生体肝移植を早期に施行することが
望ましいと結論せざるを得ない状況に変化
はなかった。 
全国的に見ても、本研究を立案していた段
階より予想に反して臓器提供は伸び悩み、研
究期間を通じて改善はなく、全体では平成２
４年中の全国脳死下提供数４５例、心停止下
提供数６５例の計１１０例という数字が平
成２６年度に至って脳死下提供数５０例、心
停止下提供数２７例の計７７例と大きく減
少した。結果として肝移植は微増に留まった。
平成２２～２６年の間の年間脳死肝移植数
は、それぞれ３０例、４１例、４１例、３９
例、４５例であった。欧米諸国はもとより隣
国韓国、台湾、香港に大きく後塵を拝してい
る状況に変わりはない。現状では法改正以前
と同様、本質的に脳死下提供臓器が得られる
機会は極めて小さい。現在の提供数での課題
の解析の継続は困難であり、また、今後状況



が改善する積極的な材料はなく、生体肝移植
が可能であれば直ちに施行を考慮するのが
最も個別の患者の生存率を向上させる確か
な選択肢であると考えられる。今後、脳死下
臓器提供を推進する研究が必要である。 
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